
“変わりたい”その一心でこの1年間突き進んできました。特に設計課題で
は妥協せず、作品に愛着が湧くくらい真剣に取り組みました。だから、“心音ちゃんと一緒だと頑張れる”
と言って貰えた時はとても嬉しかったです。また、大学は”挑戦の場”です。昨年、私は自信をつけたくて
資格試験に挑戦しました。結果は不合格でした（笑）。でも私は挑戦した自分をとても誇りに思います。2
年次も沢山チャレンジし、沢山失敗して、大きく成長したいです！最後に、これから建築学を学ぶ皆さん、
なぜ大学で建築を学びたいのか、理由は何でもいいので心に刻んでおいてください。その志があれば、例え
道に迷っても必ずゴールに辿り着くことができます。一緒に頑張りましょう！！１年 志田 心音 さん
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２年 菊池 鯉仁 さん

弘前工業高校 出身

私は、地域に暮らす人々の安全を守り、快適な暮らしを提供する力を身に着
けるために、東北工業大学の建築学部へ入学しました。大学入学から２年が経ち基礎的なことから、専門的
なことまで多くの知識を身に着けることができました。３年生になるとコース選択があります。私は、建築
デザインコースを選択しましたが、建物の設計を通して、多くの知識やスキルを身に着けられることを楽し
みにしています。これまで１・2年時に取り組んできた設計課題では反省点が多くありました。ですが、設
計課題を通して得られる知識やスキルまた、最後まで諦めずに考える力は必ず将来の自分への財産になると
考えています。そのため、これからは今まで以上に努力していきたい。

４年越しで実現した建築学部イベント。2024年2月17日、伊東豊雄さん、妹島和世さんほかをお招きして『これからの建築
を考えよう−みんなの家を通して−』が開催されました。第Ⅰ部では、本学建築学部の設置の目的とこの４年間の歩みについての報告、さらに、いち早く日本
で初めて建築学部を誕生させた近畿大学と工学院大学の今後の取り組みについて報告をいただきました。第Ⅱ部では、伊東さんと妹島さんの講演に引き続い
て、柳澤潤さん、近藤哲雄さんを加えてのディスカッションでは「みんなの家」の活動を通して、若い学生へのメッセージも交えながら議論がされました。
さらに第Ⅲ部（懇親会）では、本学卒業生やご退職された教員を交えて、にぎやかな懇親会となりました。「本学部で学んでいること」について１年生三上
洸太朗さん、２年生土田沙和さん、４年秋葉美緒さんが、それぞれの言葉で語ってくれました。本学学生、入学予定の高校生、一般の皆さんなど総勢850名
の参加者となる大イベントとして、盛会に終えることができました。40名の学生サポーター、建築学科同窓会（尚建会）の皆さんの力を借りて、運営・実施
できたものでもあります。協賛をいただきました本学同窓会、総合資格学院、日建学院にもこの場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。
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大工塾で職人と交流

有川研究室は材料生産・流通、設計・施工、
供用・維持管理そして解体・リサイクルに至る、建築の全プロセス
を探求する”何でも屋”研究室です。ゼミ活動では山林見学会や製
材工場見学会があります。今年は実際に山に入り、スギの木を植樹
しました。植樹の経験はなかなかできないため貴重な経験をするこ
とができました。製材所見学会では木が木材へと変わっていく様子
を間近で見ることができ、木材へのさらなる関心が高まる機会とな
りました。普段のゼミでは、建設業の歴史や公共事業の入札などを
学んでいます。建築のさまざまな問題 や課題をマクロな視点でア
プローチしている研究室です。（3年谷口智哉）。 植林体験

２.17.建築学部完成記念イベント 無事終了


